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論文内容要旨
目的
 肺迷走神経を選択的に遮断する事により,pulmonarystrechrecetorを介する神経反射機構
 が,炭酸ガス及び低酸素換気応答にどの様な影響を与えるかを明らかにしょうと試みた。
方法
 対照として雑種成犬(体重8,0～15.Okg)を用い炭酸ガス負荷試験及び低酸素負荷試験を各9
 頭に行った。ketaminehydrochloride15旧g/kg筋注,sodiumpentobarbita125皿g/kg静注に
 て導入麻酔し,気管内挿管した。右頸静脈より7F.スワンガンツカテーテルを肺動脈に留置,続
 いて右頸部迷走交感神経幹を第4頸椎の高さで切断した。右大腿動脈よりカテーテルを挿入し大腿
 動脈圧を測定,続いて左頸部迷走交感神経を遠位迷走神経節より末梢側約8c皿の部位より約5cmに
 かけて露出し,銅製クーラーを装着した。自発呼吸の出現後・気管チューブに差圧トランスデューサー
 を装着し気流速度を記録1一方気管内圧も測定した。実験操作ならびに測定中は・肺動脈に留意した
 カテーテルより,chloralose20mg/kg/hr.urethane200mgAg/hr.を目動輸液ポンプにて持続注入し
 た。迷走神経の冷却はクーラーに7℃の冷水を灌流させた。まず,クーラーに37℃の温水を灌流,吸気
 終末時に気道を閉塞,気管チューブ側方より気管内圧が20～30㎜Hgになる様に急激に空気を注入
 し,inflationreflexの存在を確認した。この際,呼吸停止が30秒以上持続しなかった犬は実験
 より除外した。呼吸状態が落ちついてから,呼吸数,一回換気量,分時換気量,動脈血ガスを測
 定した。続いて負荷ガスを吸入させ,5分後に同様に諸換気パラメーターを測定,それぞれを,
 contro1群のガス負荷前及び負荷時の値とした。負荷終了後,クーラーに7℃の冷水を灌流させ
 た後,inflationreflexの消失を確認した。呼吸状態が落ちついてから,同様にガス負荷を行な
 い,負荷前後で諸換気パラメーターを測定,それぞれをcooling群のガス負荷前及び負荷時の値
 とした。ガス吸入中止後,呼吸状態が落ちついてから,再度,inflationreflexの消失を確認し
 た。次に,左側頸部迷走交感神経幹も第4頸椎の高さで切断した。同様にガス負荷を行ない,負
 荷前後で諸換気・fラメーターを測定,それぞれを,vagotomy群のガス負荷前及び負荷時の値と
 した。尚,実験は捷毛反射のある状態で行なった。負荷ガスは炭酸ガス負荷試験では,7%CO2
 +21%02inN2を用いた。低酸素負荷試験は,低酸素負荷により,PaCO2が著しく低下する
 のを防ぐ為,5%CO2+20%02inN2を!0分以上吸入し,その時の諸換気パラメーターを低
 酸素負荷前の値とした。低酸素負荷は,5%CO2+10%02inN2を用いた。呼吸数,一回換気
 量,分時換気量は,負荷開始直前1分間及び負荷開始後,4分30秒より5分30秒までの1分間
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 より算出した。又動脈血ガスは,37℃で測定し,体温補正を行なった。比較はすべてpaired-
 ttestで行ない,P<0.05を有意とした。
 成績及び考案
 炭酸ガス負荷試験において,負荷前(roomair呼吸時),呼吸数は,control群,cooling群
 vagotomy群,の3群間に差を認めなかった。炭酸ガス負荷時,vagotomy群の呼吸数は,
 cooling群に比し有意に低値を示し,contro1群に対しては,9例中8例で減少していた。Pa-
 CO2の変化に対する呼吸数の増加率(△f/fo/△PaCO2)は,vagotomy群はcontro1群,
 coohng群に比し,有意に低値を示した。炭酸ガス負荷試験において一回換気量は,roomalr
 呼吸時,炭酸ガス負荷時とも,contro1群に比し,cooling群,vagotomy群は有意に増大して
 いた。炭酸ガス負荷試験の分時換気量は,roomair呼吸時,cooling群は,contro1群に比し
 有意に多く,炭酸ガス負荷時,cooling群,vagotomy群はcontroi群に比し有意に多かった。
 低酸素負荷時の呼吸数は3群間に差を認めず,SaO2の変化に対する呼吸数の増加率(△f/fo/
 △SaO2)にも3群間に差を認めなかった。低酸素負荷時の一回換気量及び分時換気量は,cont-
 rol群に比し,coolillg群,vagotomy群は有意に増加していた。
結論
 炭酸ガス負荷時の一回換気量の増加は7℃でblockされるinflatioロreflexにより抑制を受け
 ているが,呼吸数の増加には7℃でbiockされない肺迷走神経よりの入力が大きく関与している。
 低酸素負荷時の一回換気量の増加は,inflationreflexにより抑制を受けているが,呼吸数の増
 加には,肺迷走神経は関与していない。
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 審査結果の要旨
 従来より,気道系からの種々の刺激が肺迷走神経を介して呼吸調節に関与している事が知られ
 ている。しかし,肺迷走神経は幾多の神経反射を伝えている為,炭酸ガス及び低酸素換気応答に,
 個々の神経反射機構がどのような影響を与えているかという検討は少ない。又,肺移植や肺の外
 科手術の際のdenervationが炭酸ガス及び低酸素換気応答に与える影響も明らかにされていな
 い。
 著者は,肺迷走神経の伝導遮断温度が神経の太さにより異なる事を利用し,雑種成犬18頭を用
 い,一側頸部迷走交感神経幹を切断した群,一側頸部迷走交感神経幹を切断後対側を7℃に冷却
 しinflationreflexを消失させた群,両側頸部迷走交感神経幹を切断した群に分け,それぞれ
 をcontrol群,cooling群,vagotomy群とし,炭酸ガス及び低酸素換気応答に肺迷走神経が与え
 る影響を解析した。
 炭酸ガス負荷時,vagotomy群の呼吸数は,cooling群に比し,有意に低価を示した。又,control
 群に対して,vagGtomy群は,9例中8例で呼吸数は減少した。PaCO2の変化に対する呼吸数の増
 加率(∠f/fo/∠PaCO2)は,vagotomyが,control群,cooling群に比し,有意に低値を示した。
 以上の事より,炭酸ガス負荷時の呼吸数の増加には,7℃以下で遮断される肺迷走神経よりの入
 力が大きく関与している事が示された。
 炭酸ガス負荷時の一回換気量は,control群に比し,cooling群,vagotomy群は有意に増大し
 ており,炭酸ガス負荷時の一回換気量の増加は,inflationreflexにより抑制を受けている事が
 示された。
 低酸素負荷時の呼吸数は3群間に差を認めず,SaO2の変化に対する呼吸数の増加率,(∠f/fo、/
 イSaO2)も3群間に差を認めず,低酸素負荷時の呼吸数の増加には,肺迷走神経の入力より,
 呼吸中枢の支配が優先する可能性が示唆された。
 低酸素負荷時の一回換気量は,control群に比し,cooling群,vagotomy群は有意に増大してお
 り,低酸素負荷時の一回換気量の増加は,inflationreflexにより抑制を受けている事が示された。
 本論文は,呼吸調節における肺迷走神経の関与について,従来の諸報告に見られない興味ある
 研究と考える。
 よって,本論文は学位に値するものと考える。
 一8一
